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研究機関と配分機関を包含する機関における競争的資金の配分について 
 
 

１．課題 
研究機能を有する機関が競争的資金配分機能を担う場合には、利益相反の厳

格なマネージメントが不可欠である。 
 
 
２．定義 
１）所内研究：Intramural Research 

直接政府から資金の配分を受けて、当該機関内で実施される研究。 
２）所外研究：Extramural Research 

当該機関が政府から委託を受けて外部機関に配分した資金により、外部

機関で実施される研究。 
 
 
３．ＮＩＨ:National Institutes of Health における体制について 
 
１）組織 
 
●アメリカ健康福祉省（ＤＨＨＳ : Department of Health and Human 

Services）の組織 
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●ＮＩＨの組織 

 
 

・ Clinical Center、Center for Information Technology、Center for 
Scientific Review の３機関を除いて、Institute/Center は資金配分機関

として機能する。 
 
 
●Institute/Center の組織  
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２）予算 

・ 年間約 290 億ドル＝３兆 4800 億円（1 ドル 120 円で計算）。 
・ Intramural Research は約 10％（約 28 億ドル＝3360 億円）。 

 
 
３）研究提案書の審議方法 
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【第１段階審査】 

・ 研究提案書の 70％は、Center for Scientific Review （ＣＳＲ）におい

て第１段階審査が行われる。 
※金額が大きい臨床治験等の大規模プロジェクトについては、第１段

階審査も Institute/Center で行う。 
・ ＣＳＲには、220 の study section が存在し、Referral Officer が Initial 

Review Group（ＩＲＧ）に振り分けた後、ＩＲＧにおいて、研究提案書

をどの section で評価するのか振り分ける。 
・ 各 study section には担当の Scientific Review Administrator（ＳＲ

Ａ）が存在。 
・ ＳＲＡが、評価者を選定。所内研究者が評価者となることもある。 
・ 評価数値を基に上位 50％のみを Study Section Meeting（審査会）で

議論する。 
・ 審査会での議論をＳＲＡがとりまとめて概要書を作成し、申請者及び

第２段階審査を行う Institute/Center に送付する。 
 
【第２段階審査】 

・ Institute/Center における National Advisory Council（評議会） で
審議。 

・ 評議会は、12～15 名の科学者（半分は医学研究者）と４～５名の一般

人（弁護士、患者団体代表等）から構成。 
・ 評議会には５名の政府等関係者（健康福祉省長官、ＮＩＨの Director 、

Institute/Center の Director 等）も参加。ただし投票権はない。 
・ Program Officer（PO）はオブザーバーとして評議会に参加し、評議会

メンバーからの要請があれば、研究提案書に関する説明を行う。 
 
 
４）所内研究と所外研究に関する規程 

・ 所内研究者は原則的に所外研究のための競争的資金に応募不可。 
※若手研究者向け資金等の例外あり。 

・ 所内研究については、Board of Scientific Counselors で評価する。 

 

（参考文献） 
・ ＮＩＨホームページ （http://www.nih.gov） 
・ 科学技術振興調整費成果報告書 
「ＮＩＨにおけるプログラムオフィサー業務に関する研修および調査」 
「 臨 床 ・ 社 会 医 学 分 野 に お け る 研 究 管 理 手 法 」

（http://www.jst.go.jp/po_seminar/report.html） 
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４．国内の機関における対応について 

 
国内の研究機能と配分機能を有する機関における対応例は下記のとおり。 

・ 所内研究費と所外研究費を法定区分経理 
・ 研究機能を担う組織とは別個に配分機能を果たすための組織を設置 
・ 外部有識者からなる独立性の高い評価委員会による厳格な評価を実施 
・ 資金の性格によって所内研究者の応募を制限 
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